
 

 

先週末に壱岐市でコロナウイルス感染者が発生したことは既に報道でお聞き及びかと存じま

すので詳細は省略しますが、移住者として来島してきた当事者とその関係者のとられた行動は

「感染症を広げてはいけない」という冷静かつ的確だったと思います。関係者の二人も検査の

結果、陰性が確認されました。 

また以下の記事（西日本新聞）もご覧になってください。逆境をプラス志向で乗り越える行いに

勇気をもらいました。 

◎細心の注意のうえルールの徹底と責任をもって冷静な対応を 
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信じる、長崎力。 
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県も対策本部会議を設置し、具体的には国との連携のなかで、 

（１）感染拡大防止と医療提供体制の整備 

（２）学校の臨時休業に伴って生じる課題への対応 

（３）事業活動の縮小や雇用の対応に取り組み 

特に資金繰り対策として県独自に「県緊急資金繰り支援資金」の限度額を 3000万から 1億に

引き上げます。（但し借入ですから…同時に県議会から国に対して「金融機関からの貸付金の元

金返済猶予の要請とそれに要する財政支援」を求めます） また低所得世帯支援の「個人向け

緊急小口資金等貸付」も予算を追加提案し実行します。ご意見・ご相談、お困りごとは随時ご

遠慮なくご連絡ください。力を合わせこの難局を乗り切っていきましょう。 


